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【研究の背景・目的】 

環境への負荷を極力排除して資源やエネルギー

を有効に利用した合成プロセス、すなわち、グリ

ーンケミストリーに立脚した「ものづくり」技術

の開発は喫緊の課題である。加えて、地球上に大

量に存在する水、酸素、窒素、二酸化炭素分子な

ど遍在小分子を炭素、水素、酸素、窒素源として

元素を利活用する合成プロセスの確立は、化学者

に課せられた責務といえる。 

 研究代表者がこれまでに取り組んできた協奏機

能分子触媒は、還元-酸化、炭素結合形成など多様

で高効率かつ高選択的な触媒反応を促進するとと

もに、水、水素、酸素、二酸化炭素など小分子と

の特異的な反応性を示す。本研究では、この協奏

機能触媒がグリーンケミストリー実現に向けた重

要戦略と考え、協奏機能分子触媒の作用原理の解

明と一般性の実証とともに、グリーンケミストリ

ーに資する完全化学反応の実現と遍在小分子の利

用技術の開拓をめざす。 

 

【研究の方法】 

協奏機能分子触媒は酸塩基複合効果を有する

アミド錯体とアミン錯体の相互変換を駆動力と

して、図に示すように、段階的に反応基質を活性

化しつつ、結合形成を促進する。本研究では、ま

ず触媒活性種の有機金属化学および理論化学研

究により、協奏機能の作用原理と触媒機構の解明

とともに、触媒設計の概念を非アミン-アミド系

錯体や多核触媒へ拡張し協奏機能触媒の体系化

を試みる。次いで、協奏機能の原理を活用して酸

素、二酸化炭素、窒素などの不飽和小分子や水、

アンモニアなどのプロトン性小分子の錯体レベ

ルでの活性化法を確立する。さらに、単核および

多核協奏機能触媒を用いる遍在小分子の固定化

法の開拓、具体的に不斉酸素酸化や触媒的水和反

応、二酸化炭素の高付加価値品への固定プロセス、

窒素と水素の同時活性化による窒素固定など、高

難度分子変換システムの開発をめざす。 

 

【期待される成果と意義】 
金属−配位子協同効果に基づく協奏機能触媒の

概念の確立とその化学の体系化により、１）触媒
設計の統一原理を提示する。また２）化石資源に
よらない遍在小分子を炭素、窒素、酸素、水素元
素源とする新たな元素戦略に基づく合成技術への
展開が、加えて３）水から水素と酸素の触媒的な
生成法の確立によりエネルギー変換技術への貢献
が期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成２２年度－２５年度 

  １６７，８００千円 

 

【ホームページ等】 
http://www.apc.titech.ac.jp/%7Etikariya/inde

x.html 
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